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○日時 令和３年４月28日 午後４時15分開会 

○場所 議場 

○議件 

１． 調査研究について 

───────────────────── 

○出席委員（15名） 

 委  員  長    山 田 庫司郎 

 副 委 員 長    栗 田 政 男 

 委 員    石 垣 直 樹 

小田部   照 

            金 兵 智 則 

川原田 英 世 

            工 藤 英 治 

近 藤 憲 治 

            澤 谷 淳 子 

            立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

            松 浦 敏 司 

            村 椿 敏 章 

─────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────── 

〇議 長    井 戸 達 也 

─────────────────────── 

○委員外議員（０名） 

─────────────────────── 

○傍聴議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明者 

  

○事務局職員 

事 務 局 長    林   幸 一 

次     長    石 井 公 晶 

総務議事係長    法師人 絵 理 

総 務 議 事 係    早 渕 由 樹 

 

午後４時15分開会 

○山田庫司郎委員長 大変御苦労さまです。 

お疲れのこととは思いますが、もう少し頑張って

いただきたいというふうに思います。 

ただいまから、新型コロナウイルス感染症対策特

別委員会を開催させていただきます。 

今日の議件でありますけれども、お手元に配付を

させていただいていますが、調査研究についてとい

うことでございます。 

私、委員長からですね、口頭になりますけれど

も、経過も含めて少しお話をさせていただきたいと

いうふうに思いますが、最終的には全委員のです

ね、御了承を得られたら、次のステップに進みたい

というふうに思いますが、意見交換会をですね、ぜ

ひ実施をしていきたいと。 

この特別委員会でも、項目として関係者を呼ぶ中

でですね、いろいろ意見を聞く中でということもあ

りましたので、ぜひ意見交換会の形で実施をしてい

きたいというふうに委員長として考えています。 

従いまして、今考えていますのは商工会議所、そ

して観光協会と、この二つの団体にですね、ぜひ当

委員会に出席をいただいて、15分から30分程度にな

りますか、今までの市のコロナ対策に対する評価

と、今後のそれぞれの立場での課題や必要な対策等

について御意見が聞ければと、こんなふうに思って

います。 

その後に、各委員の皆さんから御意見があれば、

意見交換をさせていただきたいと。 

ですから正式な委員会という形ではなくて、委員

会主催の意見交換会という位置づけをですね、委員

長としては、皆さんに御了承いただければさせてい

ただきたいというふうに思います。 

それで、当初５月の13日か14日頃に開催をしたい

という思いでありましたけれども、先ほどから議論

になっています、このクラスターも含めてですね、

網走に初めての大きな動きが出てきたということ

で、相手側の商工会議所や観光協会も非常にそうい

う意味では忙しい立場にきっとなっているのだろう

というふうに思いますから、相手方と今日皆さんか

ら御了承いただければ、正式に要請文を出させてい

ただいて相手側とですね、話をさせていただく中

で、日程について正副に任せていただいて、決めさ

せていただければと、こんなふうに思っています。 

口頭の説明になりましたけれども、皆さんからこ
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のことについて質疑なり御質問、御意見があればお

伺いをしてですね、最終的にぜひこの意見交換会の

実施に向けて流れをつくっていきたいというふうに

思いますのでよろしくお願いをしたいというふうに

思います。 

皆さんから御意見いただきたいと思います。 

○小田部照委員 今御説明いただきましたが、この

意見交換会の団体なのですが、商工会議所、観光協

会と２団体になっていますが、今回クラスターが発

生した飲食業組合の方たちですとか、中央商店街の

組合の方々ですとか、実際に本当にこのクラスター

の発生により、お客さんが本当にいないような状況

ですので、実際生の声をこの議場で伝えていただい

てというような、そういう団体の方々もいたほうが

いいのではないかと私個人的には思いますが、どう

いったものなのか委員長にお尋ねいたします。 

〇山田庫司郎委員長 ほかにございますか。 

○平賀貴幸委員 私は確認なのですけれども、先ほ

ど委員長、正式にこの委員会に出席していただいて

っておっしゃった後に、それとは別に意見交換会と

いう言い方だったのでどっちなのかなと思いまし

て。 

委員会の中に出席してもらって、意見交換会をす

るのか、委員会ではなくて、意見交換会というのを

別にするのか、ちょっとどっちの言い方もされてい

たものですから、どっちなのかというのを明らかに

していただきたいと思います。 

○山田庫司郎委員長 小田部委員の回答をちょっと

別にして今、平賀委員の確認でした。 

確かに今思い返しますと、私から特別委員会に出

席をいただいて意見交換会をすると冒頭言ったと思

います。そういう意味で、今混乱させていますけれ

ども、最後に言ったように、特別委員会が主催的な

立場になって、委員会ではなくて意見交換会という

位置づけで実施をしたいと、こういうふうに委員長

として考えています。訂正をさせていただきます。 

それと、小田部委員の今質問がありました。 

正副でちょっと議論したときにもですね、今言わ

れたように社交業飲食業組合もあるだろう、旅館組

合、ホテルの関係の話も聞きたい、介護の関係はど

うなのだろう、いろいろな組織団体もあるのです

が、今回２つ選ばせていただいたのは、相手もあり

ますからこう何と言われるかも一つありますけれど

も、商工会議所と、観光協会が大体頭になって出て

きてくれれば、ある程度情報の深さは、ちょっと私

失礼な言い方ですがわかりませんが、ある程度広範

囲の部分で意見交換ができるかなと。 

それでとりあえず２団体を今回で選ばせていただ

きまして、コロナが早く終わればもっと早くやって

おけばよかったということになりますけれども、な

かなかそうはならない状況も一つ考えますと、大変

残念ですけれども、この後に今小田部委員から出た

ような団体ともですね、皆さんから今度御意見いた

だいて、あそこともここともやってみたいというこ

とになれば、また本特別委員会の中で検討を考えて

いきたいというふうに思います。 

ほかにありますか。 

○近藤憲治委員 基本的な考え方は委員長からお伺

いしました。 

網走商工会議所さんや、網走市観光協会さんとい

うのは、いわゆるコロナ禍が発生した以降ですね、

度々市には直接要望を上げている団体だというふう

に認識をしております。 

例えば網走商工会議所さん、違いますね、観光協

会さんだと、まさに今日の午前中の臨時会で審査を

行われたインバウンド受入施設等の支援金給付事

業、インバウンドの減少に大きな影響を受けている

ような事業者を支援してほしいという要望があっ

て、こういった施策が出てきたというふうに受け止

めております。 

ですので、この意見交換ですね、要望が出されて

施策になっているというサイクルが既に現在ある中

で意見交換をするという以上は、やはり具体的に何

を明らかにしたいのかをもう少しきちんと示して相

手方にお伝えをしないと、相手方も何を答えていい

のか、既に要望もしているし、具体的な施策になっ

ているのもあるのだけれども、何を答えたらいいの

かというところで、若干の戸惑いが生じるのではな

いかという懸念がございますので、意見交換内容の

ところに一行書かれていますけれども、もう少しで

すね、こちらからお越しくださいとお願いする以上

はこういうことを明らかにしたいのです、こういう

情報があればお示しいただきたいのです、というこ

とをきちんと精査してお伝えすべきだと思います。 

ですので、そこは実施をすることについて、また

実施の形態については異議はございませんが、実施

に至るまでの間にそういった手順をきちんと踏まな

いとですね、なかなか深い意見の交換にはつながら

ないと思いますので、そこは委員長の御差配をお願

いしたいところでございます。 
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○山田庫司郎委員長 ほかございますか。 

○工藤英治委員 第一に感染症問題ですよね。 

その中で商工会議所、観光協会と意見交換会、三

密の形からいっても、今コロナが町で発生したこと

も考えて合わせても、大勢の人間でね、意見交換会

をするっていうのは時期的に少し躊躇せざるを得な

いと思うのですよ。 

そして意見交換会等をするとしたらですね、やは

り議員から何人か、正副委員長含めて、そして意

見、向こうからも恐らく何人かしか出て来られない

と思うのですよ。 

そして場所的にもどこをどういうふうな形で設定

するのか、その辺鑑み合わせて、意見交換をある一

定の人間でやった後にね、報告そして特別委員会の

ね、進行を進めるというような形をとったほうがい

いのではないか。 

これだけの人間でね、セットするというのは非常

に今、時期的に半年も過ぎた後でね、やるような結

果になりかねないかと思うので、その辺ちょっと考

えたほうがいいと思います。 

○山田庫司郎委員長 ちょっと私の説明不足があっ

たかもしれません。 

例えば商工会議所とやるときには、いろいろ商工

会議所のですね、議員の皆さんと意見交換会や交流

会もやっていますから、ああいう規模ではなくて、

商工会議所の会頭に要請をさせていただいて、例え

ば会頭が１人代表で来ていただくか、専務が来るか

わかりませんが、その方から商工会議所としての意

見をちょっといただいて、意見交換をさせていただ

くと。 

観光協会も、専務さんか会長さんがぜひ来ていた

だきたいという要請文にしていきたいというふうに

思っていますので、工藤委員から出たように、今特

別委員会でこれだけ集まっていますので、もし商工

会議所、観光協会から多くて２人位としてもどちら

かに理事者もおりませんから、委員だけでの意見交

換会になりますので心配ないとは言えませんけれど

も、そんな大人数とはならないような気がしており

ます。 

その辺、観光協会も役員の皆さんが、副会長さん

とか、誰々が来てみんなとやるっていうこととは、

私としては考えておりませんので、ほかにも委員か

ら意見が出ませんから、近藤委員から出たので一問

一答みたく委員長が答えるべきではないのかもしれ

ませんが、委員長としては、確かに近藤さんの考え

方も一つあるし私も考えました。 

こちらからテーマを絞ってこういう形で話してほ

しいというのも、一つありだなというふうに私も思

いましたけれども、逆にお願いする立場ですから、

私は自由にこの視点を大きめに持っていただいて、

自由にその立場でお話いただければというふうにも

思っている部分もあるのですよね。 

だからこういうことと、こういうことと、こうい

う形で頼みますというのも一つありですけれども、

私は逆に言うと限定しちゃうのではないかと、こう

いうこと話したいということをやめなきゃならない

場合もありうるのではないかなというふうにちょっ

と思うのですが、皆さんから意見いただきたいと思

います。 

私が決めることでは最後ありません。 

副委員長が手を挙げるのもあれだけれども、は

い。 

○栗田政男委員 先ほど委員会の中では大変いい話

が出たと思います。傍聴していて思ったのは、非常

に今この感染拡大が本当に見通せないというか、ど

うなっているのかなっていうのが黙って聞いていた

のですが、答弁だけを聞いた範囲では全く市のほう

では把握してないということだったのですね。 

飲食店のクラスターと、学校関係とのクラスター

との関連性も追えていないということなので、非常

に心配しています。 

別ルートで入っていると大変な拡大が予想されま

すし、その中でこの委員会はやはり非常に重要な役

割を担っているわけですから、連休であろうが、場

合によっては連休中であっても、必要があれば緊急

事態があれば招集をしてしっかりと対応に努めなけ

ればならないのかなっていうような気がしました。 

非常に聞いていて、不安がどんどんどんどん大き

くなってくるような答弁をいただいて、心配をして

おります。 

本当に経路がわからないというのは非常に大変な

話なので、本当にわかっていて発表できない立場で

いるのであれば、まだ安心なのですが、答弁を聞い

ている範囲では、全くそれに対しては認識は持って

いない情報をという言い方をしていたので、それで

本当にいいのかなという不安も含めて、この委員会

でしっかり対応していただきたいと思いますし、商

工会議所の中には飲食部会等がございまして、多く

の飲食店の方々がそれに入っています。 

そういう意味からすると、そういう意見も拾える
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と思いますし、主に委員長の考えている商工会、観

光協会というのは商工関連に関連するような、経済

対策が大きな意味合いなのかなと思います。 

それとは別に、今発生しているクラスターも含め

て変異ウイルスに対する当市の予防、いろいろなこ

とをやっぱりこの委員会ともしっかりと詰めながら

意見交換しなくてはいけないし、非常に時間を置い

ている暇もないのかなというような私は危機感を持

って考えております。 

その辺の配慮も含めて、もちろん僕も副委員長で

すから委員長と一緒にその辺を詰めたいと思いま

す。 

○山田庫司郎委員長 貴重な意見もいただきました

けれども、相手方に対するその対応ですね、近藤委

員から出たようにどういう対応がいいのかなという

ふうにちょっと委員長としても、考えているところ

がございます。 

説明もいたしましたけれども、委員の皆さんから

御意見、ぜひ率直な意見をいただきたい。 

○立崎聡一委員 いろいろな委員から御意見、いろ

いろなお話があったところなのですけれども、委員

長、意見交換ということでよろしいですよね、まず

ね。意見交換ということで15分か30分と言っていた

のですけれども、ちょっと余りにも僕もちょっとこ

れを見ていて、意見交換というふうに話されたとき

に、向こうからも提案してきているものもあります

し、それから会議所、それから観光協会等に市のほ

うからお願いして実施されているものとかもありま

す、事業とか。 

そういった意味合いからいきますと、ある程度的

を絞ったほうがいいのではないかなと。 

特にコロナ対策特別委員会ということで、もうコ

ロナということをうたっているのですから、こちら

側としては、ある程度やっぱり絞っていったほうが

いいのではないのかなっていうふうに僕は思いま

す。 

ただ、ざっくばらんにというのは、どうなのでし

ょうかっていうふうに、僕はちょっと思いました。 

○山田庫司郎委員長 例えばどのようなことです

か。 

○立崎聡一委員 例えば。 

○山田庫司郎委員長 コロナの関係でやるのです

よ。例えば頼むとして、どういう例えばの話であれ

ば。 

○立崎聡一委員 頼むとしたらって、僕は特段頼む

必要ないのかなというふうに思ったのですよ。 

○山田庫司郎委員長 やらなくていいということな

ら、そういう発言してください。 

○立崎聡一委員 僕はやる必要性があまり感じられ

ないのですよね。 

というのは、いろいろ会議所の立場、それから観

光協会の立場で市にもお願いしていることはたくさ

んあると思うのですけれども、具体化されているも

のは、幾つかしかないと思います。 

あとこちら側からは、逆にお願いして動いていた

だいている部分というのがあると思うのですよ。 

例えば、持続化給付金ですとか、窓口になってく

ださいですとか、今日もありましたけれども、宿泊

…。 

（発言あり） 

○立崎聡一委員 いやいや、国だけれども、窓口と

してっていうのがあるので、そこはどうなのだろう

なというふうに、僕はざっくり思いました。 

○山田庫司郎委員長 ごめんなさいね、意見交換会

は仮にやるとしてよしとしても、商工会議所と観光

協会は求めなくていいのではないかという話なの

か、意見交換会をやる必要がないということなの

か。団体を呼んで、特別委員会としていろいろやっ

ていくことも、このテーマの中の一つになっていま

すから、そこはまず思い起こしていただいて発言い

ただきたいと思いますけれども。 

○立崎聡一委員 いいですか。 

ここの団体さんはどうなのかなっていうふうに正

直、商工会議所、観光協会とやる必要性は先ほど来

いろいろな各団体、違う団体もありますけれども、

商工会議所ですと、確かに取りまとめているのかも

しれないですが、なかなか向こうも厳しいのかな、

どういう意見交換になるのかなっていうのは、正直

僕は思いました。 

○山田庫司郎委員長 意見交換ですから、向こうか

らお話しいただいて、こっちからも聞きたいこと聞

いて、答えられないことはそれでもしようがないと

思いますけれども、そういう意味での意見交換会で

すから。 

商工会議所と観光協会は、ここはちょっと選択し

ないほうがいいのではないかという意見もございま

した。 

ほかちょっと意見いただきたいと思います。 

意見交換会はいいのですか、立崎さん。 

○立崎聡一委員 いいですか。意見交換、やり方と
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して今クラスターが発生したということも考えれ

ば、工藤委員がおっしゃったように、やる部分につ

いては、大人数でやるというのはちょっとどうかな

というふうに思うのですけれども、意見交換、これ

から先まだ長いと思うので、このコロナに関して言

えば、今今なのかという。 

○山田庫司郎委員長 ちょっとはっきりしていただ

きたいのですが、意見交換会はやるべきだけれど

も。 

○立崎聡一委員 やる必要はあると思うのですけれ

ども。 

○山田庫司郎委員長 意見交換会そのものはもうや

る必要がないという意見なのか、委員長としてはっ

きり聞きたいです。 

○立崎聡一委員 やる必要はあるとは思いますけれ

ども、今今すぐ必要なのですかっていうふうに思い

ます。今の時期でいいのですかっていう。 

○山田庫司郎委員長 そういう意味ね。 

だから、まあいいです。 

次の意見求めましょう。 

○澤谷淳子委員 すいません、この意見交換会のこ

となのですけれども、本当に基本的なことから聞き

たいのですけれども、お呼びして来ていただいて、

意見交換して、結局そのコロナの対策をそこでこん

なことがいいですねっていうのをまとめて、委員会

としてまとめるっていうところが目標なのですか。 

○山田庫司郎委員長 皆さんまず原点に立ち返って

いただきたいのは、この特別委員会を設置したとき

に何をしましょうかという方向を決めました。 

そのときに、できうれば組織や団体から来ていた

だいたり、講師を呼んだり、いろいろな形で外から

も御意見をいただく機会をつくりましょうというこ

とも方向の中に一つ入っているのです。 

その中で今回、特別委員会としてやる手もありま

したけれども、逆に、フリーにいろいろな意見交換

ができるのなら、意見交換という形でやったほうが

委員長としてはいいのではないかということで、や

らせていただきたいという提案なのですね。 

それで、澤谷委員から今質問が出たように、その

中でやり取りしてまとめて、例えば商工会議所、観

光協会からこういう要望がありましたと。 

委員会としてそれを受けて、これは要望します

か、これはどうしますかっていう意見に最後はなっ

ていくのかは私も今わかりません。 

最後は何らかの形でまとめていくことになると思

いますけれども、現状がこういうことで、こういう

ことを議会にもお願いしたいとくるのか、それは私

もわかりませんけれども、意見交換会する中、何か

やっぱり課題が見えてくればそこは特別委員会とし

て、私は整理していくべきかなとは思っていますけ

れどもね。 

そこで何だかんだまとめて理事者側に特別委員会

として要望していくのだと、そのために意見交換会

をするのだというふうには委員長としてはまだ思っ

ていません。 

現状の把握とやっぱりこういう問題は持っている

のだなということも、それぞれの議員さんもそれぞ

れの立場で勉強されたりお聞きになっていることが

あると思いますけれども、やっぱり全員で聞くこと

によって、違う道もできるのかなというふうにちょ

っと思っていますから、何だかんだ要望を聞いてま

とめて、特別委員会として理事者とこれを提案して

やれっていう意味では思っていませんので、そこを

もし御理解いただければと思います。 

ちょっと、まず意見交換会も今やる必要ないので

はないかとまず意見が出てきましたからそこから整

理していったほうがいいかなとちょっと思うのです

けれども。 

○川原田英世委員 すいません、まず必要性という

ところの前に意見交換会ってあるから、多分立崎委

員もクエスチョンマークがついていると思うのです

よね。 

あくまでもまずはヒアリングして、そのことにつ

いて深めていく、そのあとにちょっとした意見を交

換するっていうことで、僕は捉えているのですけれ

ども。なので商工会議所も月に１回、各事業者のア

ンケートをとって現在の業績とか月に１回ずつまと

めていますから、基本的に僕らは社交業だとか宿泊

業が影響を受けている、ダメージを受けているとは

理解しているのですけれども、例えば水産業の小売

業界だとか、それに付随する産業はどこまで影響を

受けているのかって全く理解してない。 

商工会議所じゃなくて、信金のでは、44％影響を

受けていると地域のデータが出ましたけれども、そ

この深掘りも何もわからないので、商工会議所はそ

のデータを全部持っていますから、そういうところ

から大きく影響を受けている、80％減少している業

界、40％減少している業界とか、それは何でそうな

っているのかも含めて、一度ヒアリングさせてもら

った上で、今後どういった支援策が必要になってく
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るだろうかっていう想定を皆さんで共有しておくっ

ていう体なのだと思っています。 

観光協会も民泊がどれだけ影響を受けているの

か、大きな何百人も入れるホテルがどれだけ影響を

受けているのか、それぞれで全然状況が違いますの

で、そこを観光協会から、ちょっと教えてもらうと

いう形でヒアリングをさせてもらった上で、今後、

より困っているところにピンポイントにどういう施

策があるのだろうかということを意見交換する。 

だから、まずはヒアリングをさせてもらって、学

ばせてもらって、そこで一緒に考える機会をまずつ

くろうという意味合いだと僕は思っているので、ざ

っくりボーンと意見交換ですと言って前に突き合わ

せても何も出てこないと思うのですけれども、そう

ではないという僕は認識なのです。そういうこと

で、委員長よかったのですよね。 

○山田庫司郎委員長 ちょっと私の雰囲気を含め

て、そういうふうに捉えられなかったのだったら大

変申し訳なく思いますけれども、軽くとは思いませ

んが、本当にヒアリングなんです。 

皆さんから意見を聞いてそして私たちも質問し

て、ちょっとやり取りしましょうと。そういうこと

なんですよ。 

○立崎聡一委員 よろしいですか。 

今、川原田委員のほうから説明を受けまして、初

めて意見交換の主たるところを理解させていただき

ました。 

先ほど来、委員長の話でいきますと、意見交換、

意見交換と本当に言っているので、申し訳ないです

けれども、本当に必要ないのではないかなと思うぐ

らい、何を聞くのかっていうのが全くわからなかっ

たのでその辺は理解させていただきました。 

○山田庫司郎委員長 最終的には意見交換するのだ

よ。 

ちょっとニュアンスの違いと簡単には片づけませ

んけれども、私の説明不足だったら大変申し訳なく

思います。 

無駄な時間を過ごさせてしまったと。 

大変申し訳ありません。 

ですからちょっと雰囲気というか、それをちょっ

とお話しすればいいのかなと思うのですが、来てい

ただいて、確かに近藤委員から出たようにこういう

ことと、こういうことと、こういうことを聞きたい

のだっていうことの課題を出すのも一つだと思いま

すが、今大変な状況がある、そこをまずお話しいた

だいて、どのようなこれからやってほしい課題と

か、対策っていうのはどのようなものがあるのだっ

ていうことも含めて、ちょっとフリーに意見もらっ

て、そこで私どもからそんなことはどうなのだ、こ

こはどういうふうになっているのという話を、何十

分かでも意見交換させていただければというイメー

ジなのですよね。だから、そんなにがっちり構えて

ああだこうだ…。 

〔「委員長」と呼ぶ者あり〕 

○工藤英治委員 もう少し正副委員長とかそこら辺

で煮詰めてから持ってこないと。 

○山田庫司郎委員長 煮詰めたつもりなのだけれど

も…。 

○工藤英治委員 それこそ議員の意見交換をやって

いるみたい、もう少し詰めてほしい。 

○山田庫司郎委員長 詰めたつもりで御提案させて

いただきましたけれども、今御指摘ありました。た

だ、すぐ連休明けに…。 

○平賀貴幸委員 おっしゃりたいことは十分わかっ

たのですけれども、それぞれの意見がいろいろある

のですけれども、最終的には実施するなという意見

ではなくなっていますから、あとはいろいろ出た意

見を含めて正副で煮詰めた状態で、意見交換会の呼

びかけをして、ヒアリング、言い方は別として呼び

かけていただいて、相手が応じてくださったらはじ

めてできることですから、呼びかけた段階で相手に

断られたらできないですから、そこを煮詰めた状態

で呼びかけていただいて、応じていただけたらしっ

かり対応するという仕切りでもういいのじゃないで

すか。 

○山田庫司郎委員長 委員長のお願いです。 

工藤委員からも言われました。 

副委員長含めて、煮詰めてきたつもりですが、も

う少しきちんと精査をさせていただきます。 

ただもう１回この前に一歩進むために、承認いた

だかなかったら、前に進めないものですから、意見

交換会という表現がいいかどうかまで、遡る話にな

っちゃいますけれども、ヒアリングがいいのか、そ

の辺含めて、そういうことをですね、この特別委員

会で団体に要請してきていただいて、そういう形の

取組をしたいということを、もし御了承いただけれ

ば正副でちょっとまとめながら、どこかでまた皆さ

んに会派代表者会議か、会派にお持ちして、理解を

いただくことをくぐりながらやっていかなきゃなら

ないと思いますが、特別委員会は前期、後期なくて
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ずっと後期も続きます。 

体制はどういうふうになるか変わる要素もありま

すけれども、ですからコロナが終わるまではありま

すので、ぜひ６月以降でやってもいいということも

含めてですが、そうなったらもう１回、正副に一任

いただくか、もう１回、正副で精査したやつを特別

委員会の皆さんの前で、もう１回御理解いただく場

をつくったほうがいいですかね。それも一任。 

〔「一任」と呼ぶ者あり〕 

そうしましたら、副委員長と委員長に一任いただ

きましたので、進め方含めて、どういうふうにやる

かは、正副にお任せをいただきたいというふうに思

います。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

そのほかございますか。 

○近藤憲治委員 私から、この委員会でぜひ議論の

俎上に上げていただきたいテーマについて御提案を

させていただきます。 

先ほど文教民生委員会所管事務調査の中でもお話

をさせていただきましたが、今回のクラスター発生

以降特にですがＳＮＳ上、またはインターネットの

掲示板上での人権侵害につながる可能性が高い、ま

たはほぼ人権侵害ではないかと思えるような書き込

み等、またリアルな町場の会話の中でもですね、流

言飛語が非常に増えているという状況も非常に憂慮

をしております。 

ですので、そういった市民の皆さんへの意識啓発

も含めてになるかと思いますが、人権侵害を予防す

るようなですね、条例またはその取り決めの必要性

の有無について、この特別委員会で議論をしていた

だきたいなというふうに考えております。 

以上です。 

○山田庫司郎議長 今近藤委員から出ました。 

先ほどの委員会でも発言されていましたけれど

も、逆に言うと、ああいう課題は特別委員会の議論

の課題かなと委員長として思いますので、今後の課

題の一つにですね、委員長としては上げておくべき

かなというふうに思いますが、それでよろしいです

か。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

ほかに。 

○川原田英世委員 今の点と関連して同じようなこ

となのですけれども、いくら情報に気をつけていて

も学校等でこういうふうな感染者が出たらですね、

自然と子供たちは誰がと特定していったりですと

か、それがいじめにつながっていくという可能性が

非常に高いと思います。 

それを避けるという意味でも、人権の問題含めて

ですね、議論をして何か我々で対策できることはな

いのかということをやっていく必要があるのかなと

いうふうに思います。 

なので、その点もぜひコールする中身に入れてほ

しいということとですね、あと所管事務調査で文教

民生委員会で行ったことを今後どのように扱ってい

くのかということで、委員会の中では、この特別委

員会で今後はやったほうがいいのではないのかとい

う意見が出ていました。 

私もそれに賛成です。 

その上で例えば今回学校閉鎖で給食の事業者への

補償だとか、いろいろ細かい部分でも理事者と議論

をしていく必要も出てくるのだというふうに思いま

すので、そういった点も含めて、先ほどは委員長同

士で話をしますということでしたけれども、委員会

としても考えを出させていただきたいなというふう

に思います。 

○山田庫司郎委員長 今のクラスター含めてです

し、今後も同じようなことがないことを願いたいわ

けですが、何があるかわからないというふうに考え

れば、こういう課題については特別委員会がやはり

連合審査というものになれば、特別委員会でやった

ほうがよくなりますから、先ほども議論あったよう

に総務経済にも関わる部分も内容的にあれば、特別

委員会でやるのがやっぱり流れとしては一番いいの

かもしれませんが、そういうことで両所管委員会の

正副委員長とちょっと特別委員会の正副と、１回話

し合う機会をつくりたいというふうに思います。よ

ろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

私の勝手ですが、両委員長の了解を得ていません

が。 

○平賀貴幸委員 先ほどの文教民生委員会でも少し

申し上げましたが、北海道の情報開示の在り方には

やっぱり疑問があります。 

調べてみましたら、県によっては、市町村単位で

ちゃんと公表しているところも、既にたくさんある

のですよね。 

北海道対応のルールがそうなっているからできて

いないだけで、法的に駄目だということではないの

ですよ。 

そういうことを考えると、やはり網走市議会とし
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てこの特別委員会の総意になれば一番いいと思って

いますけれども、北海道の対応を改めようというこ

とを、網走市議会としてちゃんと言っていくべきだ

と思うのですよ。 

そのこともきちんと必要な調査をした上でとなる

のかもしれませんが、意見を何らかの意見書なのか

どうなのかやり方は考えなければいけませんけれど

も、言っていかないと、いつまでもらちが明かない

のだと思うのですよね。 

全国の都道府県で同じ対応だっていうのなら仕方

ないですけれども、違うのでやっぱり網走市民の要

望はきちんと市町村単位で感染を公表してくれとい

うことですから、そこを実現できるように議会とし

て動くべきだと思うので、その辺ぜひ取り組んでい

ただきたいと思います。 

○山田庫司郎委員長 一つの要望というか、あれと

して受け止めます。 

ただ私もまだ勉強していませんので、そういう違

いがあるということもちょっと認識をしていません

ので、平賀委員から今出たこと含めてですね、この

特別委員会での、やっぱり議論で、もしまとまれば

ということに一つなるのだというふうに思います

が、このことも一つの課題として、早急にやっぱり

これは議論していくべき課題なのかもしれません

ね、二つとも。先ほどの意見と。 

ほかにありますか。 

それではちょっと私の説明と、冒頭のやっぱり入

り方も含めて、問題があったのかもしれません。 

そういう意味で皆さんには、本当に無駄な時間を

過ごさせたのかもしれませんが、お詫びを申し上げ

たいと思いますが、先ほど言ったように、後段２点

いただいたことも含めて、正副でその意見交換会と

いう表現がいいかどうかも含めて、正副でちょっと

議論させていただきますので、御理解をいただきた

いと思います。 

以上で特別委員会を終わりたいと思いますがよろ

しいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

御苦労さまです。ありがとうございました。 

午後４時52分閉会 

 


